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技緬の日立 


棘 HITACHI 


コンピュータなどの高度なエレクトロニクス機器が、私たちのみぢかな存在となって 
きました。それだけに、いま、なによりも重要になっているのが、人と機械のよりよい 
関係をつくりあげること。日立が、機械やシステムを手軽に使えるようにするための 
研究に力を注いでいるのも、そうした人間と機械のフレンドリーな関係の実現をめざ 
しているからです。誰もが高度な技術と親しくつきあえるようにするため、機械やシス 
テムを人間に近づける努力をする 一一 それが日立の考えるインターフェイスです> 

Interrace 

インターフェイスは:'人と技術の理想をめざす"日立のスローガンです。 

















‘‘海邦国体” 一 第42回国民体育大会 一 

地元沖縄が大活躍 
少年男、女に初優勝 


I 巡目最後の国民体育大会秋季 
大会は、"海邦国体，と題して10 
月 25 日から 沖縄県で開催された。 

ハンドボ— ル競技は'10 月 26 日 
から30 日までの 5 日間、浦添市民 
体育館、浦添運動公園陸上競技場、 
東風平町営体育館' 具志頭村社会 
体育館の各会場で開催された。今 
回は成年男子が全県参加種目であ 
つたが、三重(本田技研鈴鹿)が 
広島(日新製鋼)を降し' 初優勝 


を飾った。成年女子は、大阪(大 
和銀行)と熊本(立石電機山鹿) 
といぅ対戦となったが、予想外の 
大差で大阪が勝ち、大和銀行とし 
ては初優勝(大阪としては成年女 
子となっては初優勝だが、|般女 
子の頃に 7 回優勝している)を飾 

つた。 

少年の部は、男女とも地元•沖 
縄が大声援を受けて健闘、見事に 
男女共に初優勝を飾った。 
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(全富山 2 L 12 I 16JJ 岐阜教員) 

〔戦評〕立ち上がり岐阜は、飯島 
のサイ K シユ_ —卜など で3 — 1と 
リードしたが、富山は GK の好守 
や中浦の広いディフェンスなどで 
ボールをカットし、次々に速攻に 
結びつけた。その後、富山は金原 
のロングやフェイントからのシユ 
1卜がょく決まり、15|9で前半 
を終了した。後半、岐阜は富山の 
パスミス、キャッチミスにつけ込 
み、名倉、上野の速攻ゃ、ょぅゃ 
く調子がでてきた加藤のロングシ 
ュートで3点差まで追い上げた。 
両チームともミスが多いためスタ 
ミナをロスして いたようだ。攻撃 
に幅のある富山にやや分があった。 
(切通) 
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石川1 (251101 2長崎 
(全石川) 4 1 161 12」2 S 世保 クー 


〔戦評〕試合開始ょり両チ~ム共 
個人プレーで単発的に得点を加え 
展開していたが、15分経過頃ょり 
石川チ I ムはコンビネーシヨンが 
合い始め古橋、藤井が連続ゲット 
22分には6点差とする。一方、佐 
世保は井村、馬場の個人ブレーの 
みでめゲットで対抗するが10点の 
大量差で前半終了。 

後半もまったく前半のゲ—ム展 
開同様で、全員が良く走った上、 
総合力に勝る石川が 41—22 との 大 
差をつけて佐世保を|方的に下し 
た。{福田) 
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〔戦評〕前半は互角の試合展開で 
終わる。後半は、茨城が残り10分 
ぐらいから松信、久保田などの速 
攻にょり次第に点差を広げて逃げ 
切った。 

前、後半を通じて少し荒っぽい 
試合のょぅであった。(萬場) 
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(京都ク) 3 t 161 — 13 j 1{函館有斗 ク) 

〔戦評〕京都が立ち上がり、北海 
造のミスを速攻につなぎ、10分に 
は 8—1 と試合を優位に進めた。 
その後京都もパスミス、シュート 
ミスが多くぺースをつかみきれな 
い感じであったが、走力に勝る京 

都は連続して速攻を決め前半 18 — 
6で終了。後半に入り、北海道も 
ポスト、ミドルシュートで健闘し 
たが、地力に勝る京都が振り切つ 
た。(赤地) 
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(スヮロ-兵庫) 4 l 19 l 12 j 2(池田ク) 
〔戦評〕白井の得点で先行した池 


田クラブ、サィドから再三チャン 
スをつかみシユートするが得点な 
らず、一方スワロー兵庫は、 GK 
近藤のワンパスを走りまくる岡辺、 
寺口につなぎ連続得点、前半を24 
丨11で終了。後半スワロ—兵庫の 
的場、浜田、今井の得点に対して 
池田クラブは山下がチャンスをつ 
くりょく得点するが、 j 歩およば 
ず敗れ去る。(友寄) 
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〔戦評〕前半立ち上がり、両チー 
ム共早い動きで攻防を展開。 15 分 
過ぎよりややディフェンスの動き 
が止まったところを日川がロング 
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とポストをおりまぜて着々加点、 
前半を 16 |9とリード。後半、宮 
崎もょく走り健闘するが、前半の 
失点が大きく、涙を飲んだ。(野 
中) 

秋田3 15—13100 新潟 
(湯沢ク )3 t18l 15 j 2(全新潟) 

〔戦評〕パヮ—のある湯沢クに、 
気力十分の全新潟が挑んだ試合は 
前半は、どちらも譲らず互角に戦 
つていたが、後半にはいり、湯沢 
クのベテラン勢の活躍で、ジヮリ 
ジワ リとリー ドを広げていった。 
しかしこの試合、両チーム共、パ 
ス、キャッチミスが非常に目立つ 
たのは残念だった。(大域) 
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(江津ク) 2广 ^ —nJ 2 (福島ク) 
〔戦評〕速攻主体の似通ったタィ 
プの両チームではあったが' 共に 
ミスが多く得点に結びつかなかっ 
た。福島2点差で前半終了。後半 
福島が メンバ— を変更したすきに 
鳥根が PT 、 速攻で追いつき|進 
一退の攻防を続けた。島根0冗の 
活躍で勝利をえた。(船越) 
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(境港ク) 2 116 — leJ 2 (花卷ク) 
〔戦評〕前半 5 分で 311 と鳥取 
先手リード。警告、退場が目立つ 
荒々 しい 試合展開の中、鳥取のサ 
ィドシュ—卜に対して、 岩手の ポ 
ストプレーで11|8と2.点差のま 
ま終了。後半、残り2分まで2点 
差のシーソーゲ—ム、最後岩手. 
中島のロング、吉田のサイドで1 
点差まで迫ったが、鳥取•望月の 
ポストプレー などで 引き離し 逃げ 
切った。(大村) 
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愛知9(1317】9山形 
{トョタ皇 212-12 J 山形ク) 

〔戦評〕立ち上がり、愛知にミス 


が目立ち、そのすきをついて山形 
が健闘する。10分過ぎあたりょり 
愛知が リズムを つかみ、ミドル、 
速攻などで加点し、6点差で前半 
を終了する。後半に入っても、愛 
知はポスト、速攻、ミドル、サィ 
ドなど多彩な攻撃で加点する。山 
形が後半に見せた縦への動きが前 
半から出ていればと思う。山形の 
GK の健闘が光る。(中本) 
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香 川 
(讃岐ク) 

〔戦評〕前半、香川が先行し、岡 
山が追いかける試合展開で始まつ 
たが、中頃岡山が速攻から連続得 
点で逆転する。後半は岡山が早い 
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テンポで攻撃し、香川も追いかけ 
るがおよばず岡山の勝利となる。 
(里) 
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(全長野) 

〔戦評〕立ち上がりは両チーム共 
固さがあり、シユートミス、バス 
ミスが目立った。中盤からお互い 
にミスに乗じ得点を重ね出し、長 
野が岩下の巧技などでわずかに1 
点リードして折り返す。後半、す 
ぐに福岡が逆転し、2点差で進む 
が長野も盛り返し20分に 21121 の 
同点になる。 4 分間両チーム共無 
得点でぁったが、 24 分長野.行田 
が相手パスを インター セ ブトし 速 
攻で再度逆転、さらに加点し終了 
する。長野の巧さが福岡の若さを 
上回つた。(古富) 
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攻、ペナルティー ス ローを確実に 
決め、前半青森の2点リードで終 
了する。後半に入る とすぐ 愛媛が 
同点に追いつき、その後も青森の 
ミスを 生かし確実に得点を重ね愛 
媛が勝利した。(大域) 
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〔戦評〕試合開始直後青森は、足 
を生かしミドルシュ I 卜、速攻と 

得点を決めるが、愛媛もポスト、 

速攻と得点を決め、 25 分には一進 
一退と なる が、残り 3 分青森は速 
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シュートで加点、一方、千葉は長 
身を生かしてのロングシユート、 
ポストプレーで加点し、シーソ— 
ゲームとなったが、 31127 で千葉 
が勝利をものにした。(楠戸) 

へ 416 ノ 


大 分 
(大電会) 


36 


715 


)12、 


36 


神奈川 

(全 K 川) 
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葉1 151141 

(千葉費3 1 16—13 JJ ゎかくさク) 
〔戦評〕奈良は0尺の好守と金丸 
のロングシュートなどで得点を重 
ねて行ったが、中盤ょり千葉は奈 
良のエース金丸にマンツーについ 
てからようやくべ ースをつかみ、 
両チーム共点の取り合いとなり 15 
—14 千葉 1 点のリードで折り返す。 
後半に入り、奈良は速攻とサイド 


3 PTC 2 

〔戦評〕大分は後藤、二宮の速攻 
などで加点し、波に乗るかに見え 
たが、神奈川も干葉のロング、黒 
沢のカットインなどが良く 決まり 
逆転に成功、 16114 で前半を終了 
する。後半に入り大分の GK の好 
守が光り良く追い上げ、再逆転に 
成功したが神奈川も良く粘り 31 — 
31 で延長戦に入る。 延長戦も 5— 
5 で勝負がっかず PTC の結果 3 
丨 2で大分が勝つ。(上原) 
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〔戦評〕埼玉は大和田の速攻で先 


制、その後、宮下のロング、松岡 
のサイド等多彩な攻撃で確実に得 
点を重ね、 20 分までに 17—5でリ 
I ド、富山は20分過ぎからょぅや 
くエンジンがかかり、金原のサイ 
ド、ポストと得点するが、 22112 
で埼玉のリードで折り返す。後半、 
デイフヱンスの足が止まった埼玉 
に対し、 リズムを つかんだ富山は 
越前のロング、金原のポストと得 
点を重ね20分までに6点差まで追 
い上げたが、埼玉がどうにか逃げ 
切った。 ゲ—ム としては富山の善 
戦が光った。(森山) 
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〔戦評〕立ち上がりから、熊本は 
速い動きでティフェンスをかいく 
ぐり、荒田、三代、川崎の連続シ 
ュートで試合の主導権を握る。そ 
れに対し、宮城は尾形のサィドシ 
ュート、菅井の連続ゴールで追い 
上げ 21110 で前半終了。後半は、 
一進一退のゲームが続くが、前半 
の失点を返すことができず試合終 
了。熊本のスピードが際立った試 




























合だった。(高良) 
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(佐賀選抜) 

〔戦評〕双方のディフヱンスが固 
くロースコア—の展開、ょぅやく 
12分過ぎから佐賀が速攻で加点、 
リードが広がるかに見えたが兵庫 
もセットで応戦、前半 12111 佐賀 
リードで終了。 

後半も佐賀ベデラン小松のステ 
ップと前半同様、速攻で着々と得 
点を重ね、佐賀優勢のうちに試合 
終了二高橋) 


迫す〇 03413350201 

5^野田場西岡内辺園井尾口 
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群 馬 

(あかぎク) 


〔戦評〕立ち上がりは、セットの 
攻防となつ力が、鳥取がロン f - ン 
ユートをはずしたのに対して、群 
馬は岡田のサィドシユート、高梨 
のステップシユ！卜で加点し、前 
半10分で 5 12 とリ—ドした。そ 
の後鳥取は、児玉のロングシユー 
卜と古賀のステップシユートで反 
撃したが、結局前半は17—12で群 
馬がリードした。後半鳥取は、フ 
オーメ —シヨンと速攻で追いつき 
25125 で延長に入った。延長 7 — 
4で鳥取の勝利。(宮元) 
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栃木 41719 
(栃の葉ク ) 3 T 7—13 J 
〔戦評〕前半開始10分まで栃木は 
武井、中山、滝口らの攻めで11— 
3と愛媛をリード。しかし15分過 
ぎより気のゆるみから雑になり愛 
媛に逆速攻を許し、23分には13— 

8。それでも薄井の速攻、小西の 
ポスト、滝口のロングで前半17— 


9 で終了。後半に入り、栃木は岸 
のサィドシユ—卜が 3 連続決まり 
試合の主導権を握る。愛媛も金子、 
東福のロング、ミドルで応酬する 
が多彩な攻めで着実に加点した。 
栃木が 34122 で勝利した。(大域) 
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G 滋賀 
?( 全滋賀) 

〔戦評〕双方共に大型チームにふ 
さわしくセットでの激しい攻防を 
くり返し、前半 25 分過ぎまで 10— 
10 の同点。 27 分、滋賀•能波のス 
テツプシュートでリードを奪い井 
上の連続サイドシュートで 3 点差 
に広げ、 16113 で前半終了。後半 
に入っても、お互いに一進一退の 
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田田田藤波上田野山橋尾田 
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攻防を続けるが、20分石川•真田 
の同点シュ—卜、23分橋本の速攻 
でついに逆転、気力が充実してい 
る石川が1点リ I ドを守り切って 
このゲームを制した。(仲里) 
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21山 口 

t 山口贅団) 

〔戦評〕前半、両チーム共固さか 

らか、パスミスやノーマークミス 

が目立ち、 20 分まで山梨の 817 
と低い得点の立ち上がりであった。 
その後もミスは減らず、サィド、 
ポスト、ミドルとぅまく攻めた山 
梨が 12110 とリードして前半を終 
了した。後半、山口は2分に岡村 
の速攻で 12112 と追いっき、その 
後山口は速攻、山梨はポストプレ 
1 で攻め合い 12 分まで 17117 と互 
角、その後山口にミスが出た所を 
山梨が 5 連続シュート◦山口もス 
カイプレーで追いすがるが、シュ 
丨卜に的確さを欠き、 27121 で山 
梨が勝利。(知念) 
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広 島 1 「 11 —7 
(日 新製鋼) 3 12019 

〔戦評〕立ち上がり、両チ—ム共 


攻撃のミスと GK の好守でなかな 
か得点できなかったが、5分過ぎ 
ょり日新が着実に得点を重ね11— 
7で前半を終了。後半に入っても 
日新がミドル、ロング、速攻で加 
点し、粘るトヨタを振々切った。 
(屋嘉部) 
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f 浦添ク ll 1 ® “¥城 

〔戦評〕沖縄の固いディフヱンス 
と GK 新垣の好守で開始早々、東 
江、新垣、喜舎場、名嘉、上原の 
速攻が連続して決まり沖縄べース 
で進行した。茨城は、富永のロン 
グ、カットインを中心に応戦する 
が20|8の大差で前半を終了。後 
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maKe-up tomorrow 


メ^^^•ア ツフ、 

財産の運用、ローンのご利用、不動産や年金、相続•贈与の設計など 
お客さまとともに明日を創造する BANK 、 〈ダ f ワ〉をご活用〈ださい。 



トウモロウ〇 


あなたと明日を 


大和銀行 


r 285 nll 313 一 26 京都 


東 

{三陽商会 lg 丨 13 J 
〔戦評〕前半、両チーム共譲らず 
1点差、同点をくり返す好ゲーム 
であった。後半に入り、京都のデ 
ィフヱンスが乱れ始め、東京に 
徐々に点を入れられた。あせった 
京都はオフヱンス面でも歯車が狂 
い始め、無理な攻め(チヤージン 
グ等)が目立つようになった。終 
盤盛り返したが、着実に得点を重 
ねた東京が逃げ切った。(大域) 
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g 下見府間本村辺田村幸木水 

CM 山宇国佐楠今池西西三桐清 
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家口原川口田塚藤村 


祝田1 

[ m 宇吉清田吉砂山浜大安河 
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鹿児島4 f 15 — 13 1 S 
(鹿児烏ク ) 3 【19—13 J 2 島 *. 

〔戦評〕島根•徳 田、 鹿児島•池 
之上を中心に同じようなチ—ムカ 
得〇 〇 〇1〇12 〇 〇 5 413一26 

g 藤川藤本元原原倉原津谷田 

eft 佐奥斉山浴小浅石藤野奥徳 
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ラー b ' 尤ダ ユキ^イトしラフフ 
レーが目立った。前半は池之上、 
後半は徳田、池之上にマンツーマ 
ンでディ フヱ ンス をした が、他選 
手の展開力に勝る鹿児島が徐々に 
点差を広げた。島根も野津、奥谷 
の頑張りで追ったが、今一歩おょ 
ばなかった。退場が多くやや興味 
を そいだ。(船越) 

長野 il 1516 llg 18 s - 知^ 

〔戦評〕立ち上がりから、高知は 
攻撃に銳さがなく凡ミスが目立つ。 
一方、長野は鳥谷越、行田の速攻 
などがょく決まり前半は長野ぺ一 
スで終了した。後半に入り、高知 
は野村の4連続得点など反撃を見 
せるが、それ以上に長野のコンビ 
ネ—シヨンのよい攻撃が上回り、 
点差を広げられてしまった。長野 
は終始よく走り、スピ—ドハンド 
ボールを見せてくれた。(上原) 


woolol 2250610 
40 ]家岡本賀島原井村本目川脇 

P 成山佐寺大酒野岡葛中谷 
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172119、 


13千 葉 


三 重 co 

—13 

〔戦評〕三重は立ち上がり攻撃に 
荒さが見られたが、速攻とロング 


节に入っても、沖縄チ—ムの足は 
衰えず、加えてコンビプレーも決 
まり全員得点で茨城に圧勝、沖縄 
チームの走りと G K 新垣の好守が 
光る試合であった。(南) 

^ 54 f 13 l 9) 5静 岡 
?田3 121— 16 」2(清商ク) 

〔戦評〕前半、静岡の岡崎、望月 
の速攻などで一時は静岡ぺースで 
試合は展開するかと思われたが、 
シユートミスなどが目立つ中、秋 
田のロング、カットプレーなどで 
反対に秋田べースとなり、13|分 
で4点リードの内に終わった。後 
半は、両チ—ム共に荒っぽさが見 
られる試合展開であるなか、たえ 
ず秋田チームのリードの内に終わ 
つた。(萬場) 
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32岡 山 


後半も同様なパターンのゲ^ —ム展 
開、両チーム共最後までスピ—ド 
が落ちず一進一退の展開を見せた 
が、ディフヱンスカの勝った福井 
が逃げ切った。(大域) 
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5:田村野田嵐橋林口山川中上 

H 柴川竹半五土小谷松宮田川 
#0046017520 11 0 

大阪 — 019—13?分 

T グルス 4 2 TI 16 J ^大分 

〔戦評〕' 前半中頃まで両チ—ム互 
角に戦ぅも、大阪は辻本を中心と 
したパス廻しから、ポスト、サイ 
ドで得点し、また、相手のミスを 
速攻につなぎ6点リードする。後 
半、大分はシュートミスが多く、 
逆に大阪に速攻につながれて追い 
つく ことができなかった。(里) 


得002042406 7 22 

H 保内辺立斐下宮藤藤来地田 

は大藤渡足甲竹ニェ後朝山篠 


(全福井て 

〔戦評〕試合開始直後、福井•田 
中がパスカットから速攻で得点。 
その後、岡山•上野のシュートで 

IP ] 点、両チーム共スピーデイーな 

ゲームを展開、前半は福井のデイ 
フェンスが良く 17115 で折り返す。 
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シユ ー トで加点した。一方、千葉 
は固い相手ディフヱンスを破るこ 
とができず21|4で前半を終ぇる。 
後半に入り、千葉は松井を中心に 
ボールがょく回り、サィドシユー 
卜などで加点したが、 38113 で三 
重の順当勝ち。実業団チームを相 
手に最後まで千葉は良く戦った。 
(楠戸) 
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24 熊 本 


〔戦評〕両チ—ム共気合いの入つ 
たゲームで、埼玉が宮下、中田を 

中心に、熊本が川崎のサイドシュ 
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1卜を中心に して 互角にわたり合 
ぅ。後半に入りと熊本の足が止ま 
り、 また 退場で5人に なったとこ 
ろをうまく攻めて、埼玉は着実に 
得点を広げていき逃げ切った。 
(高良) 
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取 il 1 ! 41 . 2 
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23佐 賀 


〔戦評〕 GK 野口の好守に阻まれ 
思ぅょぅに加点できない鳥取に対 
して、佐賀は思い切りのょいシユ 
1卜で着実に得点し、一進一退の 
中 14112 で前半を終了する。後半 
15分過ぎ同点に追いつかれた佐賀 
は守備の乱れから退場者をだし、 
鳥取に連続得点を許し逃げ切られ 
た。(友寄) 
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後も危なげない攻守で 33121 で栃 
木が快勝した。(仲里) 
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21石 川 


山. 


藤藤島 


〔戦評〕両チーム共好守にょく足 
が動き、一進一退の状態が 25 分頃 
まで続く。栃木.武井、石川.真 
田の両ヱース同士がふんばり、 15 

—13栃木リ—ドで前半を終了。後 

半開始から、栃木•武井、小西の 
•連続シュートで点差を広げ、その 


;菊武関古佐佐菊広窪中代 
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川田田山木斐井野田中瀬 
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M 西森武西高甲藤日堀野一 

#00130010323511 


の点差で敗れ去った。しかし、ゲ 
1ム内容は山梨が十二分の力を発 
揮し善戦と_言えよう。(福田) 


沖 縄42 


f22A 
120—8J 


12 秋 田 


広 島 3762_; lil 27 山 梨 

〔戦評〕スロ —オフょり、西山、 
高木を中心とした日新は、一気に 
山梨を 711 と引き離したが、山 
梨も菊島のロングシュート、古屋 
等のポスト及びスカィプレーと多 
様な攻撃で 25 分には 2 点差まで追 
いついたが、高い位置からのシュ 
一 ~ 卜を 止めることが出来ず 21—13 
と8点差で後半に入る。両チーム 
共、前半と同じぺースの攻撃を展 
開、山梨執念の攻防も日新の前に 
次第に得点差をつけられ、 37127 

5一寸 0 036 410400 9〇 - 7 

gg 藤口屋_§辎漸川澤永 


〔戦評〕立ち上がりから、気迫あ 
る沖縄のディフヱンスに秋田の攻 
撃も ほとんど 通じなかった。秋 
田•菅野のロング、ポストへのパ 
スなど沖縄に読まれ、次々に速攻 
へ結びっけた。特に GK の好守が 
目にっき宮城、東江の速攻がょく 
決まった。ょく走る沖縄は、後半 
に入っても続き、フットワークの 
良いディフヱンスから黒島、新垣 
がよくシュ I 卜を 決め点差をひろ 
げた。秋田もロングシュートで対 
杭したが、脚力の差があり一方的 
なゲー ムと なった。(切通) 
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ぐはぐで、それにつけ込んで大阪 
は加点していった。攻撃力の差が 
はっきりした試合であった。(大 
城) 
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〔戦評〕東京の速攻、 PT の失敗 
でリズムに乗れない間に、ゴール 
前の早いパス回しでペナルティー 
を得て、鹿児島が池之上を中心に 
互角に試合を運んだ。前半なかば 
単調な攻撃になった鹿児島のパス 
を読み、東京の速攻が出るように 
なり 20—10 で折り返す。後半 もア 
ウトドアの試合のため今ひとつリ 
ズムのっかめい東京であったが、 


〔戦評〕前半、大阪は辻本を中心 
に10分8丨1とリ—ド、その後も 
福井の攻撃のまずさから速攻につ 
なぎ、 20 |5と大差をっけて終了。 
後半に入っても、福井は攻めがち 
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清家が要所でポイントし勝利を得 
たで鹿児島〇ド石原の好守が随所 
に見られた。(船越) 


三 


重^ 2 . 12 , 1 


12J 


19長 野 


〔戦評〕前半、三重べ—スで展開、 
立木、内藤などの得点で21|7で 
終る。後半も同じく三重ぺースで 
始まり、速攻などで着々と加点。 

長野は健闘するも三重の動きにつ 
けず、大差で敗れた。(萬場) 
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〔戦評〕鳥取は田中、児玉のロン 
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グシュート、松井の速攻などで前 
半20分までは 10112 と頑張ったが、 
実力で勝る埼玉は、宮下のアシス 
卜、中田の速攻で確実に加点し、 
前半 17111 で終了した。最後まで 
全力を尽くした鳥取が印象に残っ 
た。(宮元) 

広島 29 UT 5 I 15924 栃木 

〔戦評〕実力に勝る広島が西山、 
高木らのシュートで得点を重ね、 

武井、滝口のシュートで粘る栃木 
をく だした。(屋嘉部) 


但寸00101512 12101 
幻下橋下本田井井口西出山 
岸 

(¢5岩高山山川武溥滝小大中 


K 

G 


審 


宮元' 
高良‘ 


島一 


川田田山木斐井野田中瀬 

S 西森武西高甲藤日堀野一 

但寸〇04388211110 


4 

2 

(3) 

T 

P 

⑵ 

9 

2 


^ 玉 33(1617 MmJ 22 鳥 取沖 


9 111 

絹3 (22 —6J 


17大 阪 


〔戦評〕前半両チ I ム固さがみら 
れ、パス、シュート ミス. が目立つ。 
20分頃ょり、沖縄が走り出し速攻、 
ポスト等で確実に得点を入れ、前 
半 17111 沖縄のリードで終了。後 
半に入っても、沖縄が走り出し速 

攻、サィドシュ .1 卜を 決める。大 
阪もスカイブレー、速攻をするが 
沖縄の〇尺新垣の再三の好守にぁ 
いなかなか得点が入らず、結局39 

—17で沖縄が圧勝する。(大域) 
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〔戦評〕前半、三重は東京の速い 
ツメでリズムに乗れずミスが目立 
〇'た。東京はミスに乗じて速攻、 
ポストなどで得点する。しかし、 

15 分過ぎょり三重にリズム感が見 
られ るょぅ になり、ロング、ボス 
卜などで加点し1点差で終了する。 
後半に入り、一進一退の攻防とな 
つたが、 12 分過ぎに三重が 3 連続 
PT を決め逃げ切る。東京の GK 
の好守が光った。(中本) 


〔戦評〕前半埼玉は松岡のシュー 
卜で先取点、一方広島は高木の口 
ングで同点、 15 分まで埼玉がリー 
ドしていたが、その後西山の カッ 
トィンが決まり広島が逆転、前半 
16115 で終了。後半開始 早々、 広 
島は甲斐の速攻で2点リードし、 

15 分には西山が決め広島ぺースに 
なってきた。埼玉は、後半あたり 
出した西山にマンツーマンして広 
島の リズムを 崩し2点差と する が、 
残り2分に日野が決め広島が突き 
放した。守っては GK 森田が再三 
のピンチを好守し、結局 31128 で 
逃げ切った。(大域) 
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〔戦評〕地力に勝る三重が前半ょ 
り、立木、内藤のミドルシュートゃ 
粟屋の速攻で着実に得点を重ねて 
いった。後半に入っても、ミドル、 
速攻と得点を重ねる。これに対し 
沖縄は、足を使って攻めるが三重 
の守りを崩せず差をつけられてい 
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〔戦評〕立ち上がり沖縄は、すば 
らしい出足でポスト、速攻、サィ 
ドと多彩な攻撃で連続ゴールを決 
めるが、埼玉も宮下のミドルシュ 
1卜などで7連続シュートを決め 
前半 19115 と埼玉リードで終了す 
る。後半に入ると沖縄のパス、キ 
ャッチミスが多く、そのスキに埼 
玉が確実に得点を重ね、一気に突 
き放す。(大域) 
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残り10分、ポスト攻撃で波に乗る 
三重が逃げ切った。(友寄) 
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〔戦評〕決勝戦は日本リ—グの卜 
ップをいくチ I ムの対戦で、前半 
戦から激しい攻防となった。三重 
の早い当たりに広島はぺースを〇- 
かめず0014で終了。後半に入り' 
退場者を出しながらも確実にボイ 
ントを重ねる三重に、広島は激し 
く追い上げ互角の展開となるが、 
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〔戦評〕スピードに勝る石川は、 
立ち上がりから足をからめた攻撃 
で着々と加点。北海道も山本を中 
心にミドル、ポストと反撃するが 
前半は15|9と石川リードで終了。 
後半に入っても、石川の足は衰え 
ず中川のロングもよく決まり 、 G 
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どで) C . 戦し前半20分まで一進一退 
の攻防が続いたが、それ以降は大 
阪のぺ ースで 信仰し、 34121 で大 
阪の勝利と なった。 (南) 

鹿児島8 f 12 lo ) 広 島 
(ソニ -国分 )2 116111222( 広 島ク) 

〔戦評〕鹿児島は足を使った速い 
攻撃で広島ゴールを攻めるが、広 
島 GK 永岡の好守に阻まれ12—10 
で前半を終了する。後半に入って 
も、鹿児島は全員ょく走り山口、 
藤元、崎元らが速攻を決め、中田 
を 中心としたコン ビブ レー で追い 
すがる広島を振り切った。(屋嘉 
部) 


K 木戸の好守もあって、結局石川 
が北海道を 33119 で制した。(仲 


里) 
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〔戦評〕大阪は長身襲川、藤谷の 
ロングシユ ートを 中心とした攻め 
に加えて、全員がよく走り速攻も 
決まった。一方、福島は大阪の高 
いデイフェンスに苦戦しながらも 
カットイン、ポスト、ステップな 
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が2本の PT をはずしぺースをつ 
かめないのに対し、大版は丸田、 
鈴木、上村の活躍で 16 分 815 と 
引き離すが、三重も追ぃ上げ12— 
11と1点差で折り返す。後半に入 
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つても三重は、大阪の速い出足の 
ディフェンスを攻めあぐむ。大阪 
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〔戦 S 熊本が多彩な攻撃で快勝 
した。前半10分まで313と石川 
も健闘したが、その後、石川のミ 
スを確実に速攻で加点し前半 12 — 
5で終了。後半に入り、石川もデ 
ィフヱンスの甘くなった熊本に対 
し巧みなポストプレーで連続得占⑼ 
し、13—9と4点差までっめょっ 
たが、チャンスを着実にものにし 
た熊本が振り切った。石川の後半 
の健闘が光った。(赤地) 
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〔戦評〕立ち上がり沖縄は、地元 
の大応援を背に固さが見られたが、 
10分過ぎあたりから真栄城を中心 
に全員がょく走り着実に得点を重 

ねた。 

一方、香川もょく頑張るが沖縄 
の走りにリズムを乱し、実力を発 
揮することが出来ず沖縄の走り勝 
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〔戦評〕スピード、パヮーに勝る 
山梨は、島崎、海道を.中心にロン 
グ、速攻と着実に得点し、前半を 
1614 で折り返す。後半に入って 

も山梨の動きは衰ぇず、固い守り 
で確実に得点を重ねていった。一 
方、鹿児島も懸命に走るが GK 丸 
山の好守にあい、なかなか得点が 
できない。しかし後半は動きがよ 
くなったが前半の得点差がひびき 


涙を飲む。(金城) 
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15 分頃まで優位に試合を進めたが、 
大阪もシユー十カットからたて続 
けに4本の速攻を生かし優位にた 
ち、丸田、鈴木のジャンプシュー 
卜がにょく決まり 14112 で前半を 
終了。後半にはいっても、大阪は 
丸田のロングシユートにポスト、 
速攻をからませ、食い下が•る山梨 
を 27124 で振り切った。大阪•丸 
田、山梨•海道両ェースの活躍が 
目立った。(野中) 
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守に無得点、6分過ぎ熊本2点先 
取、10分沖縄.高良ゲット、その 
後、前半終了まで GK の好守で白 
熱した試合であった。後半、波に 
乗り出した熊本の勝ち。しかし、 
沖縄もよく頑張った。(菅間) 
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〔戦評〕前半立ち上がりやや固さ 
のある大阪に対して、山梨は海道 


〔戦評〕前半、山梨は長身を生か 
しステップ、ミドルシュートで得 
点し前半14—8で終了。後半に入 
つても山梨は、ミドル、サィドシ 
ュ—卜を決める。一方、沖縄も速 
攻、ボストシュートをするが、山 
梨の GK 高原の再三の好守にあい 
山梨が勝利を得る。(大域) 
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ヒーローになる選手は、どこか輝いている。 
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でゲーム展開、 16 19で前半を終 
了。 

後半は、大阪のエース丸 田を マ 
—クしてゆさぶりをかけ、ディフ 
ヱンスもよくなり一進一退のゲー 
ム 展開。しかし 前半の得点差が大 
きく、最後までスピ .1 ドの落ちな 
ぃ大阪が勝つ。(大域) 
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〔戦評〕立ち上がり、熊本に固さ 
が見られ、デイフヱンスの動きが 
鈍く、大阪のカットインシュート 
がつぎつぎに決まり大阪のべース 
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が次々に決まり出し、点差が開い 
ていった。これに対し、愛媛も両 
サイドが攻めの決め手となり対抗 
するが、守りの堅さで沖縄が勝つ 
た試合であった。(高良) 
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ム共に固さがみられたが、赤平の 
速攻、ミドルシュートで秋田が10 
丨 9と1点リ ー ドで折り返す。 

後半10分まで一進一退の攻防を 
くり返したが、守りを堅めた大阪 
が速攻を連続して決めて 24120 で 
逃げ切った。(森山) 
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〔戦評〕前半10分まで両チーム共 
ミスが多く、得点が動かない状態 
が続くが、守りを堅めて落ち着い 
て得点を重ねる沖縄が13|8とリ 

1ドして前半を終了した。 

後半に入ると、沖縄のシュート 
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〔戦評〕開始 30 秒、愛知が P 丁で 
1点先取するが石川もすぐに反撃 
同点。19分過ぎまで シ—ソ ーゲー 
ムの展開、 しかし 20分過ぎから愛 
知の速攻が決まり出し、着々と加 
点、一方石川は散発的な得点で前 
半は 16111 と 愛知リ！ドで終わる。 

後半も愛知が速攻で得点を加え 
るが、石川は リズムを 失い得点が 
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〔戦評〕前半立ち上がりから両チ 
1ム共早い動きからのカットィン、 
ポストプレーと多彩な攻撃を見せ、 
20 分まで 919 と一進一退の攻防 
を展開、20分過ぎ、福岡のパスミ 
スのすきをつき、大阪•島平の巧 
みなフェィントプレーで 3 点差を 
つけて前半を終了。 

後半に入ってすぐ大阪は島平、 

平山の得点で 5 点差とし優位にた 
つた。福岡は攻守に精鋭がなく、 

シュ—トミスが目立ち、点差を縮 
めることができなかった。(野中) 
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〔戦評〕立ち上がり両チーム GK 
の好守で 3 分程無得点でぁった。 
岡山は園田(秋)速攻、中島の切れ 
味銳いフェィントで得点、一方千 
葉^有坂、福島のロング、藤本の 
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カットインで 対抗、 シ ー ソ ー ゲ1 
ムとなつた。 

後半は、千葉•本間がサイドシ 
A — 卜やカットインからのシユー 
卜を決めすぐに逆転、複のポ•スト 
ブレーで主導権を握る。岡山はポ 
スト プレーのパスミスが目立った 
が、近藤のサイドシュートで反撃 
するが、千葉•藤本の活躍で逃げ 
B る。(切通) 
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〔戦評〕前半6分まで211と両 
チ—ム共に決め手を欠く攻撃であ 
つたが、8分、沖縄は速攻を含む 
4 連続得点をあげ、ゲームの主導 
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権を握った。北海道は、高橋を中 
心にカットイン、コンビブレーで 
反撃し、前半は 3 点差で終った。 

前半の残り 5 分から 10 分間得点 
のなかった沖縄は、知念が 3 連続 
得点しムードを盛り上げた。その 
後両チ I ム共一進一退の攻防をく 
り返し、そのまま沖縄が逃げ切つ 
た。(伊藤) 
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を見せ、見応えの ある ゲ I ム展開 
で前半を終了。 

後半も一進一退の素晴らしいプ 
レイを見せたが、結局沖縄が 3 点 
差で逃げ切った。(大域) 


ぺースをつかめず、 15 分で 10|8 
と愛知ぺース。しかし途中から、 
長身.岩本のロングシユ—卜 、 G 
K 宮本からの速攻などで前半、熊 
本の2点リ—ドで終了。 

後半、愛知•野田、内田の 5 連 
続得点で逆に 4 点をリード、残り 
1 分 30 秒で 2 点リード。しかし、 

熊本が速攻で2点を決め延長へ。 

延長戦は、愛知•下蔵のロング、 
松野のサイドシュートで引き離す。 

(熊本の速攻ミスとノーマークの 


〔戦評〕準決勝戦にふさわしく接 
戦となったが、大阪が粘る千葉を 
振り切り決勝へ進んだ。 

立ち上がりは、大阪が先行する 
形で進み、千葉も福島のロングで 
応戦し 15 分に 6— 6 と同点に した 
が、その後動きが止まり、大阪が速 
攻を決めて前半を 8— 6で終る。 

後半に入っても一進一退の攻防 
が続き、動きの良くなった千葉が 
5 連続得点し、 8 分に 11110 と逆 
に1点リードを奪った。その後も 
シ—ソーゲームがつづいたが、 23 
分大阪が2連続速攻を決め、2点 
差で勝利をものにした。(赤地) 
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〔戦評〕前半立ち上がりから激し 
い点の取り合いで試合が展開した 
が、 15 分を過ぎた頃から千葉は相 
手のミスに乗じて得点を重ね、 5 
点差で前半を終了。 

後半にはいって、愛知は一時 3 
点差まで追い上げたが、千葉の攻 
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撃を止めることができないまよ終 
了。(上原) 
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リズムをつかみ、10分に 13113 の 
同点とする。15分に伊勢坊、小坂 
が退場となるも足を使ってよく守 
り、 19117 と観客の熱狂的応援で 
逆転で勝利を手にした。(森山) 
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〔戦評〕立ち上がりから一進一退 
の攻防かと思われたが、沖縄はパ 
スミスが多くリズムに乗れない。 

一方大阪は、守りを堅め速攻を中 
心にポスト、ミドルと確実に得点 
を重ね12|8と大阪リードで前半 
を終る。 

後半に入り、沖縄は観客と一体 
となり、攻撃的デイフェンスから 
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ストから得点するが、またもやミ 
スが続き自滅。宮城は防御を固め、 
速攻に結びつき、遅攻でもロング、 
サイド、ポストと多彩な攻めで愛 
媛を圧倒した。(大域) 
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は全員がよく走り、得点を重ねる。 
愛知はロングを中心とした攻めで 
得点、 15112 で前半終了。 

後半、疲れの出た熊本に対し、 
愛知は走るよぅになり、ポストプ 
レーがよく決まり、逆に熊本はあ 
せりから早打になり、思わぬ差が 
ついたゲームとなった。(不明) 
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それに対し小柄な愛媛は、早いパ 
ス回しからポスト、サイドと攻め 

るが、肝心な所でパス、キャッチミ 
スが出て、なかなか得点できない。 
後半に入り、愛媛はサイド、ポ 
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過ぎから山口は調子が出始め、リ 
ズムにのり、キャブテン福成寺を 
中心に確実に得点を重ねる。一方 
北海道は、暑さからくるのか最後 
までミスが続出し、大差でゲーム 
を終了した。(金城) 
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COJ 中高香森福石福北室河小芦 

#0043361033231 


T 

P 


.38 


♦準々決勝 


〔戦評〕両チ！ム共に激しく走り 
好ゲーム展開となる。東京の執印 
のロングシユートに対して愛知は 
湯野川、澤潟、中村のジャンプ、ヵッ 
トイ ンシユ ート かよく 決まり 8 
—5 と愛知リ—ドで前半を折り返 
す。後半に入ると、愛知デイフエ 
ンスのスキをついて東京はサイド、 
ポストから連続得点し、11分過ぎ 
1119 と逆に波に乗り、勝利を決 
定づけた。東京の真名子、三村の 
開始直後のポイントが試合の流れ 
を大きく変えた。(友寄) 


但寸〇 02000026032 
C 永木野野床田田田田枝 

g 徳高日岩寺八飯原山国 


審 


中 

-福 


本一 
田」 


_井口3村印霧村本 

£ 宇関湯近竹真三執澤本中橋 


13得0 023 4 


5 

1 

⑵ 

T 

P 

( 2 ) 

20 


石 川9 7 18〕. 7 滋 賀 
(選抜) 1 〔 12 19」1(彦根商 S 

〔戦評〕開始ょり滋賀は着実に得 
点を重ね、15分には 511 とマイ 
ぺースで展開。一方石川は、20分 
に同点としたが、結局0017と滋 
賀が1点リ—ドして前半を終了。 

後半開始早々石川は同点とする 
が、滋賀も粘り強く反撃、残り3 
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ドル、福田のカットインを中心に 
攻撃、 また 相手の ミスをついて 速 
攻により加点し勝利する。(中本) 


但寸〇 011020010010 

5?田橋坂子郷藤高田藤村佐野 
55坂高新金東佐日梅後内高川 


K 


審 


, 21 : 


%林川本田村寺辰重村林村 

COJ 中高香森福石福北室河小芦 
5守〇 030268110 10 


5 

1 

⑹ 

T 

P 

2 

2 


♦準決勝 


沖 縄 18 


16 山 


P 


V 

〔戦評〕前半、山口のぺースで試 
合が始まり、沖縄が比嘉を中心に 
盛り返し同点で終了。 

後半、沖縄•比嘉のシユートが 
決まり 出し、沖縄のぺース。しか 
し山口は、その比嘉を完全にマー 
クし、沖縄のミスから山口が得点 
を重ね再び同点。試合終了前、沖 
縄.古田の連続シュートで試合を 


#0 02212630000 
^林井本田村寺辰重村林村 

1 S 中高香森福石福北 室 河小芦 


6 




審 






1)程城湾皦着原根赠間田国田 

_ 嘉塞井 

U 仲金大比冨池仲比仲古宮長 

得- 


⑴ 


8 


決めた。(大域) 

石 川 26 


1719' 
9 l 10 j 


19 東 京 


〔戦評〕前半、パスミスの多い東 
京に対し石川は森のロングを中心 
にポスト、サィドと多彩な攻撃で 
着実に加点し、前半を17|9で折 
り返す。後半に入り、ディフェン 
スを固めた東京は、得意の速攻が 
出始めリズムをつかんだが、石川 
も少ないチャンスを確実に得点に 
結びつけ、 26119 で勝利を握った。 
(森山) 


得 001353430000 
£井口川藤吉子村印潟橋村本 

t 宇関湯近竹真三執澤本中橋 


G 


審 




. In 井方本田川本部井下下村 


㈤ 岩東森 


宮西堀谷阿桜谷松石 
08320611032 


9 

⑶ 

T 

P 

⑷ 

6 

2 


d 位決定戦 


山 


口 21lnM312l20 東 


京 


〔戦評〕開始から東京は全員の速 
い動きで得点を重ね、これに対し 
山口は、福成寺を中心にしたセッ 
トプレーで追い上げ、同点で前半 
を終了した。後半も22分まで一進 
一退の攻防をくり返したが、22、 
23分に山口 •石村のロングシュー 
卜、福成寺のポストプレ—で得点 
し逃げ切〇た。(高良) 


0127226000020 
M ] 井口川藤吉子村印潟橋杖本 

5{于関湯近竹真 三 執澤本中橋 (3) 


審 


金城' 
菅間、 


W 林川本田村寺辰重村林村 

COJ 中高香森福石福北室河小芦 
得〇 021141110010 


T 

P 

( 6 .) 

21 


♦決勝 


沖 縄 24 


t 刪 11 


13 石 川 


〔戦 fi 立ち上がり沖縄のエ—ス 
比嘉(晴)の意表をつくスタンンデ 
ィングシユ—卜、比嘉(恵}のカット 
インシユートがたて続けに決まり 
波に乗る。石川も反撃にでるが、 
沖縄のスピードに遅れるゲ—ム展 
開。 

後半、沖縄は益々スピードにの 
り、早いボール回しや速攻などで 
加点、比嘉(晴)と比嘉(恵)で 
18 得点をあげ、一方的にリ—ド、 
24—13 で沖縄が勝つ。(大域) 


得〇 02030700001 
们井方本田川本部井下下村 

15岩東宮西堀谷阿桜谷松石 


審 


11働： 


f ] 程城湾皦着原根崤間田国田 
料 嘉宗嘉井 
G 仲金大比冨池仲比仲古宮長 
得〇 007202 110110 


3 




T 


24 


分で また 2点差と追いすがったが、 
&チームの凡ミスを速攻で連続ゲ 
ットされ、 19117 で石川が勝利を 
つかんだ。(福田) 


得〇 0124500^1010 
%幡城田村山居野田佐柴智 

S 川圓石木鋒藤矢山嶋間越 


審 




In 井方本田川本部井下下村 

p 森 

[5岩東宮西堀谷阿桜谷松石 

得〇 0513-0520030 

ml 136119宮 


7 






9 

IX 


城 


沖縄の足がとまり、宮城が 5 連続 
得点を入れるが前半の失点が多く、 
沖縄が逃げ切った。(大域) 

#0 0 32 00 6 3000 519 

幻山野木井藤槻島倉友沼海川 

[^松今鈴菅遠大田片大大熱及⑷ 


G 


審 


中•本一 T 
福田 j P 


W 程城湾皦着原根_間田国田 
W 嘉 宗嘉井 
G 仲金大比冨地仲比仲古宮長 
51 FO 00823230030 




21 


山 口22 


(012U 


(選抜) 2 18113 
〔戦評〕宮城は沖縄の比嘉をマン 
ッ—マンで守が、沖縄はポスト、 

速攻、ミドルシュートと多彩な攻 
撃で得点を重ねる。一方宮城も足 
を生かし、サィド、ポストシュー 
卜を決め、前半13|6と沖縄のリ 

1ドで終了する。後半に人ると、 うとするが、逆に山口は石村のミ 


リ宮 崎 
_ ( 選抜) 

〔戦評〕立ち上がり山口が PT で 
先行し、以後速攻、ポストで加点 
する。これに対し宮崎は、金子の 
ロングシユ—卜を中心に攻撃する。 
前半は山口の 4 点リードで終了。 

後半に入り、宮崎は山口 •福成寺 
にマンツーをかけ、リズムを崩そ 
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ソ連 
デンマーク 
東ドィツ 
韓国 

ユーゴスラビア 
チェコスロバキア 

中国 

ノルウエー 

スウ•エーデン 

スペィン 

西ドイツ 

ポ—ラント 

ナイジェリア 

日本 


第6回女子ジュニア世界選手権 
大会は、10月23日から11月1日ま 
で、デンマ—クにて開催された。 

世界から15力国が参加したこの 
大会、ソ連が地元デンマークを降 
して優勝。五連覇を飾った。日本 
は健13及ばず最下位に終った。 

〔順位〕 


〔戦績〕 

▼第1戦(10月23日) 

中国^ 1 . 61 ! 6 ”.!^ 本 


は、この選手を中心としてスピー 
ドのある展開力を見せ、執ょぅに 
マ— ク したに も かか.わらず、1人 
に13失点も許したことが敗因とな 

つてしまつた0 

►最終戦( 10 月 30 日) 

f ランド 30 (IM 914 j 23 日本 

〔個人得点〕市来9、白鳥7、貞 
本2、小林2、武津2、大林1。 
• …今大会の最終戦。ポーランド 
は B グルーブの4位とはいえ混戦 
の B グル—プはレベルが高く、苦 
戦が予想されたが、内容のあるゲ 
1ムであった。 

〔戦評はすべて鈴木孝八郎コ I チ 
の報告ょりまとめました〕 


，選手だち 0 / 
V 感想文か0 


白鳥貴子 


デンマークで開催された世界選 
手権。この試合は、ジュニア最大 
の 試合。 これに 出場できただけで 
もすごくぅれ しかった。 どの くら 
い日本のハンドボール、私たちの 
ハンドボ—ルが通用す るの か、不 
安 もあるけれども 思いきりためし 
てみたかった。目標は、予選突破。 
絶対に本戦にいきたい。 その 思い 
を胸に、 10 月 23 日いよいよ予選が 


〔個人得点〕市来6、武津3、大 
林2、小林2、貞本1、小池1、 
白鳥1。 

•…激しい〇ドと個人技の差が日 
本チームのミスを誘い完敗。日本 
側は激しい積極的 D F で守り固め 
よぅと試みたが、個人技に優れる 
中国選手に守りを破られ、失点は 
ミスからの速攻に よる ものが多か 

った。 

▼第2戦(10月24日) 

東ドイッ 33(15181169 j 15 日ホ 

〔個人得点〕市来5、白鳥5、篠 
原2、大林1、武津、小池1。 

■… 185 cm の選手を筆頭に大型チー 
ムの東ドイツを相手に、前日同様、 
果敢な攻撃、積極的 DF を試みた 
が、優勝候補東ドイツの前には歯 
が立たなかった。厳しいデイフエ 
ンスチェックとスピードにミスを 
誘発し、速攻による失点が多く出 
てし まぅ。 また、 185 cm の 高さから 
のロングシユートに届かない。壁 
.の厚さを感じる。 

▼第3戦(10月25日) 

y t ? 日本 
〔個人得点〕市来10、小池4、大 
林3、貞本2、篠原2、武津1、 


白鳥1。 

•…このゲームを落とすと「なぐ 
さめラウンド」行きになるため、 
全員必勝の態勢で臨んだ。並々な 
らぬ力を持っているスウェーデン 
に前半は同点。攻守に歯車がかみ 
合；；互角の闘い。しかし、残り7 
分ぐらいまで同点機に痛いノーマ 
クミスを連続、勝機を逸する。惜 
敗である。 

結果と して 予選リーグ全敗に終 
わり、 13 〜 16 位争いの「なぐさめ 
ラウンド」 に 決定。 3チーム との 
対戦にょり反省として、絶対的な 
ものとして体格の差が明白であり、 
それにも増して、スピード、パワ 
1が豊かであり、それが最大の敗 
因であろぅ。今回の遠征メンバー 
に加わる有資格者 として 170 cm 以上 
のブレーヤーの協力が得られなか 
つたことに悔いが残る。 

▼第4戦(10月 26 日) 

リ VB 1 WS 日本 

〔個人得点〕市来8、武津3、森 
田3、小池3、川井2、白鳥2。 

#…予選リーグ敗退の後遺症が残 
っており、緊張に欠けるゲーム展 
開になってしまった。 180 0の大型 
アタッカーを有するナィジェリア 










実績信頼の公式試合球 

YJLP5K - 施 


|日本ハンドボール協会検定球 HL —3, HL -2 
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Callover the wofilo 

iRuma 

ハンドボール 

入間川ゴム株式会社 

東京，椅玉，大阪 * 名古屋 


開始された。 

私たちは、他の国ょりも背が低 
く、小さいというハンディをどう 
して乗り越えるかが問題でした。 
小さい者が、背の高い外人を相手 
U どう.いった方法で点を取るのか。 
いざゲームになってみると、予想 
していたとはいえ、感覚的に慣れ 
ないため、とまどつてしまいまし 
た。その上、どのチ—ムもスピ！ 
ドがあり、ガンガンとせまってく 
る迫力は、とてもすごく圧倒され 
ます。足や手の長さの違いは、慣 
れない私たちには、守るのにも難 
かしく、攻めるとなると、一段と 
難かしくなります。思いもょらぬ 
ところに手が出てきたり、私たち 
の上からシユートを打たれたり、 
特にキーパーともなると、本当に 
スピ—ドがあって、ディフェンス 
をかわして、ゴールポストの隅を 
打たないと、なかなか入りません。 
そういうことが分かっていながら 
も、全敗という結果で終りました。 
本戦にいって、ソビエトや他のチ 
1ムともっともっと試合をしてみ 
たかったのですが、世界の壁は厚 
く、まだまだ私たちの力ではダメ 
だということが分かりました。こ 
こという時の粘り、ミスをしない、 
してもそれをカバーし合ったりと 
いう、自分たちが見習わなければ 
いけない欠けている点が、まざま 
ざと見せられた気がします。 

世界のハンドボールを見て、.ま 
だまだハンドの面白さを知らない 


ような気がします。これから、こ 
の経験を生かして、またいつか、 
外人と試合ができたらいいなと思 
います a 


梅津直美 


10 月 23 日から 11 月 1 日まで、デ 
ンマ I クで行なわれた世界選手権 
に参加して、ジュニアのメンバー 
として最高の大会、そして私にと 
って最後の大会でもあったので、 
三つの目標をたてて臨みました。 

一つは、本戦に出場するなぐさ 
めラウンドには行かない。二つ目 
は、キャプテン として チ ー ムをま 
とめ、試合にはベストの状態で望 
めるようなム—ド作りをする。最 
後に、悔いの残らないプレーをす 
る、という寧でした。 

予選の対中国戦では、自分たち 
のミスから相手に得点を許し、自 
滅という形。2戦目対東ドィッ、 
初戦の堅さもとれ大きな DF にも 
善戦しましたが、敗れ、予選最終 
戦対 スウヱ ーデン。この試合に勝 
てば本ラウンド、負ければなぐさ 
め ラウンドと いう事で、多少のプ 
レッシャー を持つて臨みました。 
前半から後半の中盤まで、自分た 
ちのミスもカバ—しあい、良いゲ 
1ム展開となつていましたが、自 
分たちのべースがっかめず相手に 
連続をされてしまいました。 

この大会で、私の一番印象が深 
いのは、最終戦のポーランド戦で 


す。今までの試合の中で とても 動 
きが良く負けはしましたが、少し 
は自分たちの力を出せたよぅな気 
がしました。 

世界選手権を経験して、世界の 
壁の厚さを感じました。体格では、 
出場チームの GK の高さには驚き 
ました。170以下のプレ^はほと 
んどいなく、高さ以外の反応の良 
さにも驚きました。体力的精神 
的な面でのあまりにも差を感じま 
した。この差を少しでも縮めて、 
日本でのブレーにこの経験をいか 
していきたいと思います。 

貴重な経験をありがとうござい 
ました0 


大林恵子 


本ラウンドに行く前に 、 ABC 
D グル—プの予選がありました。 
日本は C グループで、中国、東ド 
イツ、スウェ ■ —デン、日本、この 
ょぅなグループになつていました。 

予選リーグの全試合で言ぇる事 
は、自分たちのミスが多い、ミス 
から相手チームに速攻に行かれて 
しまぅ。守るデイフェンスではな 
く攻めるディフェンスができなか 
った事、など自分たちの持ってい 
る力が全部出されていないまま予 
選リーグが終わってしまった。 

本ラウンドではなく、なぐさめ 
ラウンドでは、ナイジェリアと、 

ポーランドと行ないました。ナイ 
ジエリアとの試合は、メンバ—か 


ら外れてしまい、出'ていないので 
すが、外から見ていていつ もとみ 
んな 違うよう に見えた。自分たち 
で自滅す るよう なブレーをしてい 
ると 思いました。私たちがメンバ 
—に入っていたら きっと 同じ自滅 
をしているか もしれ ない。 これ だ 
けは次の試合では、避けよう、避 
けなければいけないと次の試合に 
かけた。 

自滅した試合ではなく、今度こ 
め自分たちの本当のプレーが出た 
と思うボ—ランドに対してこのよ 
うな試合ができてもっと前に何故 
出せなかったのでしようか、私た 
ちが甘かったのでしようか。しか 
し、最後に良い試合ができてうれ 
しかったです。 

私はこれが最後の遠征でした。 
ジュニア として 最後の試合でした 
が、苦しい時も悲しい時もやめた 
い自分のチームに帰りたいと思っ 
た事も伺度もありました。しかし、 
先生方について来て良かったです。 
こんないい勉強になったのは今ま 
でになかった事ですから、きっと 
忘れないと思います。この2年間、 
本当にありがとうございました。 


市来未央 


10月23日から11月1日まで世界 
選手権大会がデンマ—クで行なわ 
れました。この大会は、今までの 
大会とは違って経験のためといぅ 
だけではなく、勝って目的を果た 
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すという事を目標に大会に臨みま 
した。何試合かの中で色々な内容 
がぁり、私たちが勝負に対して甘 
い事など感じたし、思い切ってプ 
レーする事が出来ない事など思い 
ました。自分たちの気持ちで、勝 
つと いうものがぁればそれなりの 
行動に出るだろうと思いますが、 
その行動がなかなか出せなかった 
ょうに思います。外国の人たちは 
感情をそのまま出していたので特 
にそう思いました。日本は外国の 
人たちと比べて感情を出さないの 
で、他の人たちにはおとなしく見 
られ ていたと思います。 

私が一番印象に残ったのは、ス 
ゥェーデンとの試合で、この試合 
に勝たないと本戦に行けないとい 
う事なので一生懸命頑張りました。 
前半から後半の中盤まで、1点を 
争う ゲーム 展開になりましたが、 
日本の攻撃が上手く行かなくなり、 
得点がストップし、ディフェンス 
で守り切れなかったため相手に連 
続得点を許したので、得点に差を 
つけられて追いつく事が出来ず、 
涙を飲む結果となりました。 

結局、勝つ事は出来ませんでし 
たが、色々な経験をしたのでこれ 
から、経験を生かし頑張って行き 
たいと思います。ありがとうござ 
いました。 


武津優子 


「本戦ラウンドでゲームを…」 


の悲願もむなしく、 15 位という結 
果に終った。チームを編成して1 
年半。数回の合宿、遠征を重ね今 
大会に到り、何度となく他国と戦 
う日本チームの姿を想像し、頭の 
中をめぐらしたことか。 

1週間の国内合宿を終え、不安 
と闘志を胸に飛行機に乗り込んだ。 

『今まで取り組んで来た事を出 
せばいいんだ。思い切りやろう』 

と自分自身に言い聞かせたものの 
緊張した。 

第1戦目の中国戦。ダブルスコ 
アで負けた。初戦ということもあ 
り、レフエリ—の笛にもとまどい 
ミスが多かった。 

東ドィツ戦。前に立ちふさがる 
高い壁。高打点からのシュート。 
これぞ 、まさしく〃 小さい日本 
人"を感じた ゲ！ ムだった。必死 
に守り、走ったのにあっけない点 
差だった。 

予選ラゥンドの最終戦。対スゥ 
エーデン。2戦落としていた私た 
ちは、気合.いを入れ直しゲームに 
臨んだ。セット、速攻、アタック 
D F とうまく 展開していたものの、 
なかなか日本チームのぺースに出 
来ず、同点で折り返した。後半に 
入り、退場が増え、ここ一発とい 
う所で得点に結びっかず、1点、 

2点とリードされていった。 

3試合を終えて、1勝も出来な 
かった事はすごい衝撃であり、世 
界をまざまざと知らされたという 
感じだった。 


その後の順位決定ラウンドでも 
奮わず、押せ押せのムードにあり 
ながら、後半に逆転されて、ゲ .1 
ムセットという形だった。なぜ勝 
てないのか考える。ただ単に実力 
が下だったというだけなのかとも 
思う。しかし、終始リードされて 
いたゲーム展開だったわけではな 
い。国際ゲ—ムの経験が他国の選 
手に比べて、はるかに少ない。こ 
れもレフヱリ—の笛の感覚や、パ 
スにせょ手が長いため、いつも通 
るものがカットされたり、日常そ 
ういう環境の中でハンドボールを 
している人たちとの違いを感じた。 
世界選手権に参加して……世界は 
広く、強いという事だった。 

私は日の丸をつけてコ—卜に立 
てた誇りと、自分たちの目標を完 
全にシャットアウトされたことを 
忘れずに、これからの生活に生か 
していきたいと思う。 


森田初美 


私は10月23日から11月1日まで 
デンマークで行なわれた第6回世 
界女子ジュニア選手権に参加し、 
世界と日本との違い、またその 
国々の特徴など、たくさんの勉強 
させてもらいました。日本を含め 
対戦した中国、東ドィツ、スウヱ 
1デン、ナイジェリア、ボーラン 
ドと、どの国もやはり世界選手権 
という名前に恥じないすばらしい 
チームばかりでした。 


国々ごとに個々の特徴を生かし 
た攻撃、デイフヱンスで、中でも 
一番印象強いのは優勝候補のーチ 
—ムである東ドイツです。デイフ 
エンスも高く、大きい体で一人一, 
人がょく動き、攻撃もとても多彩 
で見ていてすばらしかったです。 
中でも 45 度をやっていた昨季の東 
ドイツリーグ得点王であるキヤッ 
ツラ^ —を中心としたずらしからセ 
ンタ丨がデイフヱンスを引きつけ 
中に入り、クロスでエースである 
キヤ ツツラー がシユ ー トとい うこ 
の攻撃は、やはり迫力がありまし 
た0 

そして東 ドイツと 同じ最優力候 
補のソ連との対戦は見ものでした。 
どちらも体格でもひけをとらず、 
すばらしいゲーム内容でした。両 
方とも自分たちのブレーを思い切 
り出していました。1刖半ではどち 
らかというと挑戦者である東ドイ 
ツにソ連も押されぎみでミスがあ 
り、どちらも取ったり、取られた 
りとおもしろい展開でした。この 
試合を見て、ただどの試合を見て 
も強く感じた事はボールへの執着 
、レがすごいということです。キヤ 
ッチミス、パスミスのボール、ま 
た、ゴールからはねかえってきた 
ボールなど、どの選手も目の色を 
変え、「自分が」という気持ちで 
取りに行きます。私も客観的に見 
ていて、これが迫力を作るのだと 
感じました。外国の人たちと日本 
人というのは少し違うということ 
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も感じました。もちろん、日本の 
選手もフォロ—ボールを大切にす 
るということは外国の人と同じで 
す。でも違う所は、感情を表に出 
さない所です。「私が」という気 
持ちが外人と比べ伝わるのがすご 
く少ないと思います。自分がプレ 
—をしていてもこういう迫力がな 
いと思います。 

まず、日本人が他の国と試合を 
する時に体格では勝つことができ 
ないのは仕方がないと思います。 
そんな中で、日本が外国に勝つた 
めにはやはり負けないという気迫 
と執着心が大切だと思います。こ 
のことを忘れずがんばりたいと思 
います。 


小池美由紀 


10月21日、午後1時15分に日本 
を出発して11時間半、日本チーム 
はデンマークに着きました。デン 
マークに着くと、「とうとう着い 
てし まった。 今から世界を相手に 
戦わないといけないんだな」とい 
う感じで、期待と不安でいっぱい 
でした。 

この大会は、 16 チームが参加し、 
まず、卧つのグループに分かれて 
試合を し、次に、 各グループの上 
位3チーム同士で総当たりの試合 
をし、順位を決めるようになって 
いました。日本は C グル—ブで、 
その他、東ドイツ、中国、スウェ 
丨デンがいました。とにかく1擦 


すればいいということで、目標を 
スゥエーデン戦に定めました。 

予選リーグの1試合目は中国と 
でした。初戦という ことで 緊張し 
たのか、みんな固く、最初からミ 
スが多く、自分たちのべースをつ 
かめず、 そのまま ズルズルいって 
結局32対16と負けてしまいました。 
全試合通して、 この 試合ほど ミス 
の多い試合はなかったと思います。 
あせればあせるほどミスが出て連 
.鎖反応を起こす。今思ぇば最初の 
試合の つま づきが あとあとまで 響 
いたょうな気がします。 

第2戦は東ドィツ。このチーム 
には日本とは比べものにならない 
高さがあるため、上からは攻めら 
れず、 DF の間からとか素早い動 
きで対抗しました。が、相変わら 
ずミスが多く33対15でした。ミス 
がなければもっと善戦できたので 
はないかと思います。 

そして予選リーグの最終スゥェ 
1デン戦です。これには勝って次 
へ駒を進めたいと思っていただけ 
に、みんな最初から気合が入って 
ました。試合の方も一進一退で割 
といいベ—スで進み、前半は12対 
12で終わりました。後半も同じょ 
うなぺースで途中まで進み、この 
まま行けば……と思ったんですが、 
最後の方で相手にもって行かれ25 
対21でした。終わった あとは 気が 
抜けたというか落ち込みでした。 
せゥかくいいぺースで自分たちの 
プレーができていたのに……と思 


うとすごく悔やまれました。 

予選リーグで最下位だった日本 
は、本戦ラウンドに出場すること 
ができず、結局最下位に終わって 
しまいました。 

この大会でジュニアの活動は終 
わったんですが、最後の結果が結 
果だ けに、 この2年間何のために 
頑張ってきたんだろうと思うと少 
し情けなかったです。こういう大 
きな大会になればなるほど、ほん 
の小さなミスでも命取りになると 
いうことを わかってはいたものの 
あらためて痛感しました。 

結果は悪かったけど、参加でき 
たこの世界選手権。そしてジユニ 
アの一員としての活動は、自分に 
とって本当に幸運だったと思いま 
す。いろいろなことがありました 
が、今となってはいい思い出です。 


小松崎浩子 


10月23日から11月1日まで、デ 
ンマークで開かれた世界選手権に 
参加しました。メンバーに選ばれ 
た時はビックリしたし、まさか本 
当に参加できるなんて思っていな 
かったので、うれしいょうな不思 
譏な気持ちでした。ただただ運が 
良かった としか 言いょうが ありま 
せんでした。 

23 日から試合が行なわれ、 1 試 
合目は中国、2試合目が東ドイツ、 
3 試合目がスウヱ—デンと予選が 
始まり、1試合□の中国戦は、緊 


張していたのかミスが目立ち、相 
手にぺースをつかまれ、後半にな 
ってからやっと我がチ—ムの本来 
の力を発揮してきたがすでに遅く、 
32 対 16 に終わり、敗れてしまいま 
した。2試合目東ドィツ戦は、私 
も出場したのですが、コートに入 
ると相手がとても大きく思えてと 
まどぅばかりで、後半になってか 
ら我に返りプレーすることができ 
ました。そして予選最後のスウヱ 
1デン戦。前半からムードもょく、 
良いゲーム展開でした。12対12で 
前半を終わり、後半中盤でミスが 
多くなったが追い上げ、結局25対 
21で残念ながら負けてしまいまし 
た。27日にナィジヱリア戦が行な 
われ、完全に相手のぺースで取っ 
て取られてのゲームで、26対23の 
結果で終わり、最終戦のポーラン 
ドとの試合は、大会最後の試合で 
もあり、気合の入った良いゲーム 
でしたが負けてしまい日本は15位 
に終わりました。 

今回の遠征に参加で きた ことは、 
高校生活の中でハンドボールを通 
じて最高の思い出にすることがで 
きました。また、 世界の プ レ— を 
実際に見て勉強でき、この経験が 
今後の自分に絶対ブラスになった 
と思います。 

今回遠征に参加した全選手が 
感想文を寄せて くれました が、 
誌面の都合で全部は載せられま 
せんでした。悪しからず。 
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〈特別寄稿 > 


オリンピックに出場した 
女子八ンドボ ー ル選手の体力の 
現状と今後の課題について 

阿部徳之助（自治医科大学） 

竹内正雄（星薬科大学） 

西山逸成（防衛大学） 


1 . はじめに 

日本体育協会 スポーツ 科学研究所は、 JOC、 各競 
技団体の協力を得て、オリンピックに出場する選手た 
ちの日本代表選手にっき体力測定と健康診断の結果を 
報告している。 1 ⑶ 

ハンドボール競技では、男子はミュンヘン (1972) 
以来連続出場し、女子はモントリオール（1976)、モ 
スクワ（1980、不参加）大会に参力卩した。 

これらの測定報告の資料をもとに、今後の体力を高 
めるための具体的な強化指導方策を検討 • 実施する改 
善の一助としたい。 

2. 方 法 

(イ)対象オリンピックに出場する日本代表選手 
(口〉日時オリンピック大会出場、またはアジア大会 
出場の約1ヶ月から3ヶ月前に測定実施している。 

(ハ)場所日本体育協会スポーツ科学研究所(1976. 
1980)、小松市（1985)、武庫川大学（1987)。 

(二)測定項目 
体格：身長、体重。 

機能：背筋力、握力、反復横とび、垂直とび、最 
大酸素摂取量 

3 .結 果 


図1女子オリンピック選手の体ガ（1976~1987) 

を示した。 

身長についてみると、モントリオール（1976) 
162.5 ±4.5cm、 モスクワ （1980) 165.0 土 6_0cm、 世界 
選手権 (1976) 167.5 + 4.3cm . ソウル.オリンピック 
予選 (1987) 167.5 ±5.5cm の値であった0モントリオ 
ール初出場の11年前と今回のソウル予選とでは、約 
5cm ほど高くなり、統計的に有意な差を示した。 （P 
<0.05)。 

体重では、徐々に増加をし、モントリオールよりも 
今回は4 kg 増加している。 

<体力> 

握力（右）についてみると、モントリオール 38.0 土 
5.0kg で、モスクワ39.5 土 4.5kg、 世界選手権 38.0 士 
4.0kg、 ソウル予選40.0 土 5.5kg とほとんど同じ値であ 
る0 

また、握力（左）でも 34kg から 36kg の範囲にあり、 
増加はない。 

背筋力では、モントリオール121土 14.0kg、 モスク 
ワ116土13 • 0kg、 世界選手権141 • 0±21 .0kg と増加した 
が、ソウル予選では 112.0 土 21.0kg で約 30kg 減少し、 
統計的に有意に低下している。 （PC0.01)。 

敏捷性をみる反復横とびでは、モントリオール40.0 
土 4.0 回、モスクワ 43.0 土 4.0 回、世界選手権 51.0 土 
4.0 回で徐々に増加している。 

次に垂直とびをみると、モントリオール48.0 土 
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4.0 cm 、 モスクワ 45.0 土 3.0 cm 、 世界選手権 51.0 士 
3.0 cm 、 ソウル予選 56.0 土 6.0 cm と徐々に高まっている 
傾向にあり、これをモントリオールと比べてみると統 
計的に有意に高い値である。 （ P <0.01)。 

最大酸素摂取量では、モスクワ 48. 9 土 3. 23 ml/kg 
/ m 、 ソウル予選41.0 ±10.5 m // kg / min の値で、モ 
スクワよりも有意に低かった〇 ( P <0.05)。 

4 .考 察 
⑴体格 

身長では、図1に示したとおり、モントリオール. 
オリンピックの初出場から、ソウル予選までの11年間 
で約5 cm ほど高くなり、大型化の向にあるが、世界 
のトップクラスのチーム平均をみると、ソ連チーム 


176.0土6.10 cm と間もなく180咖に達しようとしている。 
女子でも男子選手並みの“高さとパワーのハンドボー 
ル”を展開している。当然なことながら、ハンドボー 
ルの競技特性からしても、長身者は有利な条件の一つ 
でもあることから、日本チームの身長を 170 cm 以上の 
大型化にすることが世界のトップクラスに入ることが 
できるであろう。前回報告した男子の強化策と同じよ 
うなジュニア対策を早急に推進しなければならない。 

⑵体力 

<筋力> 

握力*前回の男子の報告のところで、握力の重要性 
について述べたが、握力と競技力との関係から左右を 
同じ値に向上してほしい。 

図1にみられるようにモントリオールからソウル予 
選までほとんど変化はみられない。 


身長 


体重 



Kg 
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さて、これを MU 種の球技と比較してみると、バ 
スケット ボール （右） 36.4±5.63 kg (1972)、 左 33.7 
± 6.67 kg (1972) ⑴、 バレーボール （右）38.5 土 
5.40 kg (左）38.17 土 4.22 kg (1984) 4 ,であり、ハン 
ド ボール 選手は バレーボール 選手とほぼ同じ水準で、 
球技種目としては優れているとはいえないが、今後、 
45 kg を目標にしたトレーニングが必要といえよう。 

次に背筋力では、世界選手権（1985) チームの 水準 
は 141±21.0 kg で、今まででもっともよい値であり、 
ソウル予選チーム （1987) では 112±21.0 kg と 29 kg の 
低下がみられている。 

世界のトップクラスにいる全日本バレーボール選手 
をみると、ミュンヘン，オリンピック チーム 
(1972) 123. 9 ±16.0 kg 、 ロサンゼルス （1984)108.1 土 
17.8 kg の水準である。また、バスケットボール選手は、 
バレーボール選手とほぼ同じ水準を示しており、バス 
ケットボール選手よりもやや高い傾向がみられる。 

日本ハンドボール協会トレーニング • ドクター群で 
は、背筋力を自己の体重の 3.0 倍 51 とすることを目標 
に筋力を高めることが全日本、ジュニア選手の競技力 
向上につながることを提唱している。その理由は、大 
型選手の強力なシュートフォームが、広背筋を充分に 
使っでの体幹部のそりから生み出されていることや、 
日本選手が^^国選手のような大型選手との身体接触時 
によくみられている相手をはじきとばす能力をもつこ 
とや、さらには身体のバランスを保つ必要からも上 • 
下肢の筋力の強化が重要である0 

下肢の筋パワーをみるために垂直跳をみてみると、 

図1にみられるように、モントリオール48.0 土 4.0 cm 、 
ソウル予選56,0 士 6.0 cm との比較では8 cm 増加し着実 
に筋パワーの強化が認められている。 

日本女子バレーボール選手の垂直跳をみるとミュン 
ヘン 55.4±3.77 cm 、 ロスアンゼルス55.71土 3.32 cm と 
55 cm 水準を示しており、また日本女子バスケットボー 
ル選手では、ミュンヘン 49.8±3.78 cm である 0 日本女 
子ハンドボール選手の垂直跳は、バレーボール選手と 
ほぼ同じ水準であるが、ハンドボール競技では、世界 
のトップチームに長身の選手と対応するためには、よ 
り高いジャンプカを身につけることが競技の展開に有 
利であることはいうまでもない。 


最大酸素摂取量をみると、この値の大きい選手は全 
身持久力が高いことになるが、日本女子ハンドボール 
選手をみると、モスクワ48.9士3.23|11//1^/1^11、ソ 
ウル予選 41.0±10.5 m // kg / min とかなりの低下傾向 
がみられる。 

全身持久力を高めるトレーニングの計画実施面で、 
ハンドボール競技の特性面からみて、有酸素パワー、 

無酸素パワーを高めることを重視する必要があろう。 

スポーツ競技において、最高能力を発揮するために 
は、精神 X 技術 X 体力の充実が必要である。この三者 
のバランスがとれて、はじめて競技力が向上すること 
を再認識する必要があろう。 

今後、指導者、選手、そして研究スタッフが一体と 
なってハンドボール競技に必要な基礎体力、すなわち、 
走•跳 • 投を高めるためのトレーニングを積極的に実 
践することによって、はじめて世界水準にレベルアッ 
プできる可能性が見い出せるのではなかろうか。 

〔文献〕 

1) 第20回ミュンヘン.オリンピック日本代表選 
手体力測定報告。昭和47年度日本体育協会スポーツ科 
学研究報告。1~98. 1972. 

2) 第21回モントリオール.オリンピック大会日 
本代表選手体力測定報告。昭和50年度日本体 
育協会スポーツ科学研究報告。1〜 107. 
1976. 

3) わが国における代表的な競技選手についての 
健康診断•体力測定報告。昭和55年度日本体 
育協会スポーツ科学研究報告。1〜 47.1980. 

4) 第23回ロサンゼルス • オリンピック大会日本 
代表選手健康診断 • 体力測定報告。昭和59年 
度 日 本体育協会スボーツ科学研究報告。1〜 
62.1984. 

5) 阿部徳之助他：手たき伏臥腕屈伸に関する実 
験的研究。昭和59年度日本体育協会スポーツ 
医 • 科学研究報告。27〜 29. 1984 


NISHIOKA 


日本ハンドボール 協会検定 
ハンドボールゴール 


本年納入先 


大阪府立体育館 
大阪市長居球技場 


新発売 

ワイヤレス スコアーボー ド（多種目用） 

西岡体機工業_ 

〒558大阪市住吉区南住吉3 丁目 17— 5 

電話 (06) 693—5756〜9 
FAX (06)694-5040 
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四街道 

市立松戸 

四街道 

柏 

沼 南 

沼 南 

泉 

回戦 
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若 松 

学館浦安 
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渋谷幕張 

松戸秋山 

聖 徳 
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第5回千葉県高校 

ジュニア選手権 


(00 月22日 

東邦高校) 

〈男子〉 

一►.予選リー 

〇 a リーグ 

木更津 

市 川 

市 川 

〇 b リーグ 

東邦 

千葉南 

東邦 

〇 C リーグ 

我孫子 

八千代 

八千代 

〇 d リーグ 

船橋西 

二松沼南 

二松沼南 

〇 e リーグ 

佐 原 

房総学園 

佐 原 

〇 f リーグ 


>26 日/東邦大学付属 


グ 


712 

2 1 

40—9 

311 

3 1 


28 —3 

1216 

2416 

21113 

3013 

25—8 

&13 

IX 1± 

31—5 

2913 

20—12 

2111 

9_1 


渋谷幕張 

渋谷幕張 

木更津 

船橋法典 

船橋法典 

干葉南 

拓大紅陵 

拓大紅陵 

■我孤子 

京 葉 

船橋西 

京 葉 

柏 陵 

柏 陵 

房総学園 


流山中央 
東京学館 
東京学館 

〇 gu — グ 

東葛飾 
学館浦安 
学館浦安 
〇 h リーグ 
若 松 
松戸六実 
若 松 
〇.-リーグ 
船橋東 
柏 南 
柏 南 
0 j リーグ 

市立松戸 

船橋旭 

柏 

船橋旭 

市立松戸 

船橋旭 

〇 k リーグ 

泉 

国府台 

国府台 

▼決勝トー 

東邦 

八千代 

二松沼南 

▼ 2 回戦 


玉造ェ 

江戸川学園 


藤代紫水 
牛 久 
石岡二 
磯 原 
那珂湊二 
太田二 
波 崎 
竜ヶ崎二 

愛国学園 
鋅田二 
藤 代 
土浦湖1[:_ 


(9月19: 
〈男子〉 
►1 回戦 
土浦湖北 
伊奈 
土浦 H 
藤 代 
藤代紫水 
土浦三 
笠 間 

八 郷 
竜ヶ崎一 
竹 園 
取手松陽 
土浦日大 
▼ 2 回戦 
土浦湖北 
伊奈 
藤代紫水 
土浦三 


船橋旭 
東 邦 
佐.原 
国府台 

市 川 
東京学館 

東京学館 


13二松沼南 


泉 

東葛飾 
泉 

生 浜 
松戸秋山 
生 浜 

若葉看護 
柏 南 
若葉看護 


各地の匿から… 


笠 間 
八 郷 
取手松陽 
岩 井 

土浦湖北 
藤代紫水 
水海道一 
竹 園 

土浦三 
土浦日大 


八千代 2418 
市 川 12 1 7 
東京学館 17113 
二松沼南 15—6 
▼準決勝 

八千代 13112 
二松沼南13—1] 
▼3 位決定戦 
市 川21—10 
►決勝 

八千代 STT 3 

〈女子〉 

▼予選リーグ 
〇1リーグ 
東葛飾 14110 

Mu At— 1 .ft 

f 33—4 
利 洋 2611 
〇〇リ—グ 
松戸秋山 2113 
佐原女 3118 
佐原女4411 
0 P リーグ 
御宿家政 28—1 
御宿家政 1215 
柏 南 21—0 
〇 q リーグ 
若 松13—12 
佐 原 1816 
佐 原 16 17 
▼決勝卜^~ナメント1 
昭和学院 4113 , 

佐 原21—17 

柏 南 1516 

御宿家政17—13 

東 邦19|4 


水海道一 
竜ヶ崎一 
竹 園 
土浦日大 

▼ 3 回戦 
伊 奈 
土浦三 
竜ヶ崎一 
土浦日大 
▼準決勝 
伊 奈 
竜ヶ崎一 

▼決勝 
竜ヶ崎 一13 

〈女子〉 
▼1 回戦 
愛国学園 
竜ヶ崎一 
水海道二 
竜ヶ崎二 

▼ 2 回戦 
愛国学園 
岩 井 
鉾田二 
竜ヶ崎一 
水海道二 
藤 代 
土浦湖北 
麻 生 

▼ 3 回戦 
岩 井 
竜ケ崎一 
水海道二 
麻 生 


▼ 2 回戦 

昭和学院 2713 柏 南 
佐原女 28 —7 東 邦 
利 洋 15—9 佐 原 
御宿家政 914 千葉明徳 
▼準決勝 

昭和学院 31—6 佐原女 
和 洋 1313 御宿家政 
►3 位決定戦 

佐原女 1519 御宿家政 
►決勝 

昭和学院17〔8 9 II 73 j 10 和洋 


友部！^城県高校ジュニア大会 
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6 

日 

/ 

熊 

本 

県 

済 

済 

黌 


3 p T c 1 


熊本エ 
牛 深 
東海大二 
八代高専 
玉 名 
河 浦 
大 津 
人 吉 


27—7 
2016 
28111 
31—0 
4115 
不戦勝 
11—8 


丄 PTC 1 

8—1 
1 1 

31—24 

1517 

412 
1 1 


熊本工大高 

天 草 
宇 土 

済々黌 
鎮西 
熊本第二 


第 42 回熊本県民大会 


(9 月 26、27日/場所不明) 
〈男子〉 

▼1 回戦 

不益城郡 2718 芦北郡 
天草郡 20112 熊本市 


2 p T CO 
熊本水産 26 —9 
マリスト 3111 
▼ 3 回戦 

真和 26114 
九州学院 29117 

熊本市立商 2216 
マリスト18—7 
▼準決勝 

真 和 18—10 
マリスト19—15 
▼3 位決定戦 
熊本市立商 25119 
▼決勝 

マリスト^ 1 ! 51 !”〕 


熊 本 

熊本第ーエ 

松橋 
熊本西 

匕匕：匕 

育： 

熊本水産 
九州学院 

熊本市立商 

九州学院 
13 真 和 


〈女子〉 

▼1 回戦 

九州女 18—6 
態本女商 4415 
天草農 1514 
▼準決勝 

松 橋 3218 
熊本女商 23—4 
▼3 位決定戦 
天草農 15—8 
▼決勝 


高知ク 
高知東 

11徳島選抜 



松 橋 24 mM 104 


i 本女商 


▼準決勝 
愛媛選抜 
讃岐ク 
▼決勝 


愛媛選抜 34 



( 9月5、 
高) 

〈男子〉 
▼1 回戦 
松 橋 
真 和 
字 土 
九州学院 
鎮西 
済々黌 
熊本第二 
熊本北 

熊本水産 

熊本工大高 

熊 本 

熊本第 I エ 
▼ 2 回戦 
熊本市立商 

松 橋 
真 和 

熊本西 
九州学院 

匕匕：.匕 

育 


準®勝 

岩 井 16 |じ 


鋅田 


水海道二 16—13 麻 生 
▼決勝 

水海道二 S f 3 6 II 7 3 1 10 岩井 



静岡県中学校総体 


(7 月 31 日、 

校) 

〈男子〉 

▼1 回戦 

吉原 一一 中 

岳陽中 

吉原北中 

鹰岡中 

清水五中 

▼ 2 回戦 

雄踏中 

岳陽中 

光明中 

静岡東中 

▼準決勝 

雄踏中 

静岡東中 

▼決勝 

雄踏中 33 

〈女子〉 

▼1 回戦 

清水五中 

岳陽中 

吉原北中 


〇〇月1日/星陵高 


22—7 

513 

1 1 

13—7 

19—13 

19—12 


52—4 

18—8 

211 

2 1 

311 

1 1 


26—8 

1717 


:n 


2016 

216 

- 6 


大里中 

両河内中 

富士宮一中 

富士中 

元吉原中 

吉原二中 

吉原北中 

鹰岡中 

清水五中 

岳陽中 

光明中 

1静岡東中 


元吉原中 

西益津中' 

小島中 


静岡東中 
▼準決勝 
清水五中 
静岡東中 
▼決勝 

清水五中21 


1919 富士中 


20—5 
1219 


:n 


岳陽中 
吉原北中 

8静岡東中 


国体東海地方区予選 


(8 月29 日、 30 日/本田技研鈴鹿 
製作所体育館) 

〈少年男子〉 

▼1 回戦 

静岡選抜 27—21 岐阜選抜 
愛知選抜 23112 三重選抜 
▼決勝 


愛知選抜 271^18- — 7 V _ 

〈少年女子〉 

▼1 回戦 

三重選抜 18 19 

愛知選抜21—11 

▼決勝 

愛知選抜 26 ( 1115|812 一 

〈成年女子〉 

▼1 回戦 

三 重 47—10 

■技研鈴庇) 

愛 知 42127 

(トヨタ自動車) 

.▼決勝 


三 重 27 

〈成年女子〉 

▼1 回戦 


iTi 


16 静岡選抜 

岐阜選抜 

静岡選抜 

20三重選抜 


静 岡 

(清商ク) 

岐阜 

■教 a 

17 愛 知 


三 重 

{ジャスコ) 

愛 知 

I ブラ TH*o 

▼決勝 


三 


5718 岐 阜 
(腕満会) 
44—3 静 岡 

r ホストクラブー 



国体四国地区予選 


(8 月 29、30日/愛媛県松山市 n 
スモ松山石油体育館) 

〈成年男子〉 

►準決勝 

愛媛選抜 29123 高知ク 
讃岐ク 46128 池田ク 
▼決勝 

愛媛選抜 32 ( 191311148 ) 22 讃岐ク 

〈成年女子〉 

▼準決勝 

愛媛選抜 30114 高知ク 
香川選抜 33—10 徳島選抜 
▼決勝 

香川選抜^ 169 M 97 V 愛媛選抜 

〈少年男子〉 

▼準決勝 

愛媛選抜 28119 香川選抜 

徳島選抜 38128 高知選抜 

▼決勝 

愛媛選抜 38 一 2117 M 98 j 17 徳島選抜 

〈少年女子〉 


藤田八郎杯争奪高校1年生大会 
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第 1 回申高ふれあい八ンドボ—ルフ H ステイ 

設楽孝治 


県立藤沢北高等学校では、昨年 
より学校行事の一環として「中高 
ふれあい コン サ—卜」と題して文 
化的な行事を実施して まいりまし 
た。これは、中高ふれあい教育の 
一助として、地元湘南地区の中学 
校•小学校の吹奏楽部を本校に招 
待し、合同発表会を実施するもの 
で、各校間の友情を深め、互いの 
活動の励みとなる意味で、また、 
湘南地区の学校間の連携を深める 
意味でも有意義な行事となってお 
ります0 

さらに今年度からは、同じよぅ 
な趣旨での湘南地区学校間連携事 
業の一助として、体育的な行事を 
と考えておりましたが、全職員の 
協力と湘南地区ハンドボール関係 
者の御理解により、「中高ふれあ 

いハンドボールフェスティバル」 
を本校 グランドにて実施いた しま 
した。 このような 行事は全国的に 
も珍しく、準備の段階やフヱステ 


ィバル当日は、関係者にもいろい 
ろと 御足労をおかけすることにな 
りました が、湘南地区の中学校チ 
丨ム(男子8チ I ム * 女子3チー 
ム)を本校に招待し、1日中ハン 
ドボールの試合を行ぅことによつ 
て、各チーム間の友情と協調ある 
いは、相互理解を深めると共に、 
技術的にも得ることも多く、参加 
選手や競技役員それに実施にあた 
つて中心的な役割を果たした本校 
ハンドボール部員も含めて、楽し 
い秋の1 日を 過ごすことができ ま 
した。 

本校では、これからも中高連携 
事業の一環として、「中高ふれあ 

いコンサ ート」 「中高ふれあいハ 
ンドボールフェスティバル」の実 
施を予定しており、湘南地区学校 
間連携事業の一肋として、地域に 
定着させたいと考えて おります。 
ここに、「中高ふれあいハンドボ 
1ルフェスティバル」の結果をお 



送りいたしますので ぜひ御覧 下さ 

、〇 

レ 

〔開催要領〕 

主催神奈川県立藤沢高校中高連 
絡協議会•ハンドボール部 
後援藤沢市学校間教育連携研究 
協議会 

日時昭和62年11月1日(日)午 
前9時30分開会 

会場神奈川県立藤沢高校運動場 
種別中学校男女 


第1回中高ふれあいハンドボ—ル 
フ I スティバル試合結果 

〈男子〉 

▼1 回戦 

南林間 54—6 南瀬谷 
大 野49|0藤ヶ岡 
横 内 28—8 大 和 
大 正 2418 藤沢第一 
▼準決勝 

横 内 29116 大 正 
南林間20—13大 野 
▼決勝 

南林間17—10横 ^ 
▼敗者復活戦 
藤ヶ岡 ヮ 
藤沢第 r 
〈女子〉 

▼ リーグ戦 

南林間 1215 藤沢第一 
藤沢第一 18 —4 大野 
南林間 3113 大 野 
【順位】①南林間②藤沢第一③大 
野 


7110南瀬谷 
18 — 16 大 和 


本渡市 16115 水俣市 
菊池郡市 37—3 鹿本郡市 
人吉市 26 —7 牛深市 
八千代市17—12宇土郡 
▼ 2 回戦 

下益城郡 20119 八代郡 
天草郡19—14本渡市 


熊本市 615 八代 
下益城郡 11—1 本渡 
▼決勝 

下益城郡 n 〔38 M 52 V 熊本 


第 41 回鹿児島県民大会 


(9月 26 、 
校) 

〈男子〉 
▼1 回戦 
鹿児島 
姶良 

f ソ T 国分) 

曽 於 
(財部ク) 

大 島 

▼準決勝 
鹿児島 
大 島 
▼決勝 

鹿児島 26 

〈女子〉 
▼1 回戦 
曽 於 ■ 
(財部高) 

鹿児島 
(鹿懇) 

姶' 良 

f ソー T 国分) 

川 辺 
(川辺高) 
▼準決勝 
鹿児島 
姶良 
▼決勝 

姶 良31 


27日/鹿児島工業高 


27121 川 辺 
6115 川 薩 

(川内商 H ) 

32123 揖 宿 


56124 出 水 


(出水高) 


24118 姶 


40 I 31 


曽 


良 

於 


' 3— 
31— 

广1 


2125大 0 


22115 


日 


置 


(串木野女) 

33122 大 島 
(大島高) 
46 13 出 水 
(出水高 ■) 


18110 川 


薩 


(川内商工) 


33111 ‘曽 於 
6710 川 辺 


'16 141 

15—3 


7 ffi 児島 
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みなさますでに御承知のように、日本ハン 
ドボール協会創立50周年を記念しての「日本 
ハンドボール史」が、今春無事完成致しまし 
た。 

この冊子は、右の内容を御覧いただいても 


〔「日本ハンドボール史」の主な内容〕 

〔体裁〕 B 5 判880頁ケース入り 
〔主な内容〕 

〇日本 ハン ドボール50年の歩み 
。47都道府県協会史 
。全国連盟 • 団体の歩み 
〇 ハン ドボール史を彩るエピソード 


わかりますように、日本ハンドボール界の50 
年の歩みを余す所なく御紹介するとともに、 
これまで埋もれていた様々なエピソードを紹 
介し、記録としても、読物としても大変興味 
深いものとなっております。 

これまで日本 ハンドボール 界のために尽く 
してこられた方々にも、また、 今後 日本 ハン 
ドボール 界を背負っていただく方々にも、是 
非御一読いただきたいと思います。 


〇全国大会の記録をすべて 
〇海外の主要な大会（オリンピック、世界選 
手権、アジア大会など）の記録 
[定価〕 7000円 

※次第に残り部数が少なくなってきておりま 
すので、御希望の方は、なるべく早めに下記 
宛お申し込み下さい。 

〒150東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育館内 
㈱ 日本 ハン ド ボール 協会 

「日本 ハン ドボール史 j 係 
TEL 03-481-2361 



f 煤7み 


間、 

信頼の手がかり! 


独自の32面体 
つンスリップ構造で 
ダイナミックプレーを演出する 
モルテンノ、ンドボール 

1 虫 持のリブ形状とパネル間段差の“32面体ノンスリップ構造”で確か 
な手がかりを生み出すとともに、ナイロン糸巻構造をほどこし、すばらしい耐久性、 
『真球性をも実現したモルテンハンドボール汰日本ではじめて国際ハンドボ—ル連盟 
. H.F .) 公認を獲得。ハンドボーラーの圧倒的な人気と信頼を集めていま1； 


• 日本ハンドボール 
協会桟定球 (J.H A.) ^ 


国際ハンドボール 
逢涅公認球 (IH.F ゾ 




株式会社 

東京本社柬京*5墨田区横川5 _S — 7 ®_30 tt (03)625 — 

聚京，大阪.広島•名古屋 UtL 钱■ロサンゼルス•ジュッセルドルフ 
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狐 TIGER: 



百個のグリップカ。アウトト 7 専用0 

マルチコンソールが、グラウンドを確実にグリップする。初のアウトドアハンドボールシューズ、スカイハント® SL 。 

アウターソールには、片足に100個以上のポイントを独特の形状で配置。アウトドア 
のグラウンドコンデイシヨンに確実に応えるハントポールシューズの登場で丈側面に 
は領斜をつけ、倒れ込みシュートを打ちやすぐかかと部を拡げて着地衝撃を吸収し 
やすい形状に。大空加空中戦を、十二分に意識した、初めてのハントポ 1 ■ル5/ューズ t 丈 

■ お問い合わせは株式会社アシックス消費者相談課までどうぞ。〒650神戸市中央区港島中町7丁目1番1 Q (078) 303-2233 (専用） （078)303-3333 (大代） 
係〒130東京都墨田区錦糸4丁目1〇番11号 0 0)3)624 -1814(専用 ）（03)624-2221( 大代）■本文中®は㈱アシックスの登録商標です。 


品番 THH 501品名スカイ八ンド ® SL 
メーヵ-希望小売価格 ¥9,200 

カラー/ホワイト X レッド 

ホワイト X ネイビーブルー 
サイズ /22.5~28.0咖 











定 

三年価 
十問三 
ニニ購百 
H 読五 
円料枱 
一円 
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一 

時々刻々と移り変わる情報をいな(こ寬ばやくキ旁ツチじ^ 







。ズユ成ヨ 


いかに的確な猢既杳下していぃゲ貞遝遗レ.;て 4 :户:て — 

東洋 — 轉の 5 琴 ㈣ 先案肉人--. 


lf ； ; ； 

懸 ? 口^^^^^ 

W .:---: '二'^-…丄 




- 

:::. :スー… .. .て.ミ.:......， 



• :: •■■:! : ■■ ::• • ■■: : ■ :: ■- 。•： ： :. ■ ，:■•… • : - ■• ° ■ - . 
❹東洋証暴 ^^^ ■ 




■本店：〒103奭佘都口央区ヨ苯橋 I -卽 -5 ■窜話： n 3 CP 74) PP 11 ■資本金: ㈤ 信.円強■社員数：じ350人 
■店舗網：全国4□店舗海外：ロンドン-ニューヨーク 



御声援ありがとう 


WIIEDTISTl^li J/ |-#r j 東深証恶 ”，■、，■' 川 
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ハンドポール 


(財)日本ハンドボ—ル協会編 

『ハンドボ—ル』 


第二六九号 


昭和四十年六月 -V 
第三種郵便物認可 


昭和六十二年十 I 月二十五日印刷 
昭和六十二年十二月一日発行 
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安藤純光 





















